
「
こ
ん
な
こ
と
は
滅
多
に
あ
り
ま
せ
ん
よ
」

　
北
九
州
市
・
脇わ

い
た田

漁
港
の
天
力
丸
・
藤
野

勝
久
船
長
が
驚
き
の
声
を
あ
げ
た
の
は
マ
カ

ジ
キ
が
跳
ね
た
と
き
だ
っ
た
。

　
今
年
の
玄
界
灘
は
ウ
ル
メ
イ
ワ
シ
と
ヒ
ラ

マ
サ
な
ど
青
物
の
回
遊
が
遅
れ
て
い
た
。
そ

し
て
高
橋
哲
也
さ
ん
が
満
を
持
し
て
訪
れ
た

10
月
中
旬
も
状
況
は
不
安
定
、
イ
ワ
シ
の
反

応
は
散
発
的
だ
っ
た
。

「
落
と
し
込
み
は
釣
り
方
は
合
理
的
だ
け
ど
、

仕
掛
け
は
不
合
理
」
そ
う
語
る
高
橋
さ
ん
は
、

イ
ワ
シ
の
掛
け
や
す
さ
と
大
物
を
獲
れ
る
強

度
と
い
う
相
反
す
る
要
素
の
う
ち
強
度
を
優

先
、
一
般
的
な
釣
り
人
よ
り
太
い
仕
掛
け
を

使
う
。
イ
ワ
シ
の
反
応
が
少
な
い
こ
の
日
も

20
号
と
18
号
を
選
択
。
釣
具
店
で
売
れ
筋
だ

っ
た
14
号
に
は
目
も
く
れ
な
い
。

　
潮
の
流
れ
が
速
い
と
き
、
イ
ワ
シ
は
濃
い

群
れ
を
作
っ
て
一
定
方
向
を
向
い
て
泳
ぐ
。

そ
ん
な
と
き
は
掛
か
り
や
す
い
。
逆
に
潮
が

緩
い
と
き
、
チ
ャ
ン
ス
は
一
瞬
に
な
る
こ
と

が
多
い
。

　
高
橋
さ
ん
は
海
中
を
想
像
し
な
が
ら
、
ビ

ー
ス
ト
マ
ス
タ
ー
２
０
０
０
の
探
見
丸
ス
ク

リ
ー
ン
と
ア
ル
シ
エ
ラ
落
し
込
み
Ｍ
Ｈ
／ 

Ｈ
235
の
竿
先
、
道
糸
を
見
な
が
ら
巻
い
て
は

落
と
す
、
を
繰
り
返
し
、
太
仕
掛
け
で
も
ウ

ル
メ
を
掛
け
て
い
く
（
詳
細
は
次
頁
）。

　
そ
し
て
朝
方
は
少
な
か
っ
た
反
応
が
増
え

て
急
に
イ
ワ
シ
が
付
く
よ
う
に
な
っ
た
…
…

と
思
っ
た
直
後
、
高
橋
さ
ん
が
掛
け
る
。

　
海
面
に
浮
か
せ
た
の
は
大
き
な
、
丸
ま
る

太
っ
た
ワ
ラ
サ
。
安
堵
す
る
瞬
間
だ
が
、
海

の
中
の
変
化
を
感
じ
て
い
る
高
橋
さ
ん
は
間

髪
入
れ
ず
に
投
入
、
次
投
で
６
キ
ロ
は
あ
り

そ
う
な
ヒ
ラ
マ
サ
を
釣
り
上
げ
た
。

其
の
十
六 

福
岡
県
・

玄
界
灘
の
落
と
し
込
み

○高橋哲也　沖縄県在住。全国各地の磯、船釣りの
世界で多くの大型魚を仕留めてきた。単に釣るだけ
でなく、広い目で海を見るカリスマアングラー。

高橋哲也、
落とし込みの技。 ※

月
１
掲
載

【
連
載
】

▲ドラグをきつく締め、竿の曲がりでショ
ックを吸収しながら根をかわし、安全圏ま
で耐えたらドラグを緩めてハリスをいたわ
りながらヤリトリする

ヒラマサの魚影の濃さは国内随一

マカジキとのファイトは１時間を超えた

▲イワシやアジを掛ける
繊細さと大型魚に耐える
強さ。高橋さんは強度に
重きを置いている

▲道具を通して伝わってくる手応えで相手
を想像し対応。このときの正体はヒラマサ

▲80キロほどありそうなマカジキは船ベ
リに寄せてリリース
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▲高温時も強力なパワーを発揮、寿命も長
いブラシレスモーター「ギガマックスモー
ター」を搭載。巻き上げを繰り返し、大型
と対峙する落とし込みで高いポテンシャ
ルを発揮する

▲ギアシステムを大幅に強化、脅威の耐久
性を実現した「強化ギアシステム」により、
断続的な巻き上げにも対応、タフな使用で
も長寿命。最大ドラグ力は15kg、大物に
も安定した力を発揮する

▲探見丸の情報をディスプレイに表示す
る「探見丸スクリーン」は竿を操作しな
がら最小限の視線移動で海中の今を知る
ことが可能。※すべての探見丸搭載船で
使用可能

▲BTマスター、探見丸子機とのセット
で実力を100パーセント引き出す

▲落とし込みで人気の高いヒラメ。アジ
とおぼしき海底の反応で即掛かりした

▲仕掛けが根ズレなどで傷んでいないか常
にチェックする

▲「スーパーフリースプール」によりクラ
ッチオフ時にガタつきなく軽く回転、仕掛
けを素早く落とすことが可能。また、「モ
ーター＆クラッチ連動機能」により電動
巻き上げ時にクラッチをOFFにするとモ
ーターもOFFになる

YouTubeSHIMANO TV
公式チャンネル　にてご視聴になれます。

「船釣りの作法」動画公開中。

◎ Presented by SHIMANO 【取材協力】北九州市脇田漁港・天力丸

イワシにも大物にも通用する
タフ＆コンパクトなタックルを。

の作法タ クルッ

①ヒラマサを三枚におろしてサク取りする
②サク取りした身を薄めの平づくりに。包丁全体を使って一
度に引くと、滑らかな食感が得られる
③切り身を放射状に並べ、生バジル、ピンクペッパーで彩り
④オリーブオイル、岩塩を適量かけ、好みでスダチを付け合
わせればできあがり

３日寝かせたヒラマサでつくるカルパッチョは旨味と滑ら
かな舌触りが絶妙

ヒラマサのカルパッチョ食の作法

　
潮
が
速
く
な
っ
た
と
き
の
い
わ
ゆ
る
時
合

だ
が
、
そ
の
時
間
は
短
か
っ
た
。
も
し
、
イ

ワ
シ
が
付
か
な
い
か
ら
と
細
い
仕
掛
け
に
し

て
い
た
ら
、
ヒ
ラ
マ
サ
を
釣
り
上
げ
る
チ
ャ

ン
ス
を
逃
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
潮
が
緩
ん
で
か
ら
は
マ
ダ
イ
や
ヒ
ラ
メ
、

ハ
タ
類
な
ど
に
期
待
を
寄
せ
る
も
、
こ
の
日

は
フ
エ
フ
キ
ダ
イ
や
タ
テ
フ
エ
ダ
イ
な
ど
レ

ア
な
魚
ば
か
り
が
掛
か
り
、
何
か
が
い
つ
も

と
違
う
よ
う
だ
っ
た
。

　
そ
の
極
め
付
け
が
マ
カ
ジ
キ
で
あ
っ
た
。

　
１
時
間
以
上
に
及
ん
だ
マ
カ
ジ
キ
と
の
バ

ト
ル
は
、
数
回
船
に
寄
せ
、
仕
掛
け
上
部
が

見
え
た
と
こ
ろ
で
リ
リ
ー
ス
。

　

こ
れ
も
、
仕
掛
け
が
細
け
れ
ば
一
瞬
で
、

何
が
起
き
た
か
分
か
ら
ぬ
ま
ま
終
わ
っ
て

い
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
大
型
を
取
る
た
め
の
仕
掛
け
で
い
か
に
イ

ワ
シ
を
掛
け
る
の
か
。
鶏
と
卵
で
は
な
い
が
、

高
橋
哲
也
さ
ん
の
落
と
し
込
み
釣
り
の
技
は
、

大
物
を
釣
る
技
術
の
そ
の
前
、
イ
ワ
シ
を
掛

け
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

①

③

②

④

リール＝
ビーストマスター2000

落し込みサビキ＝
幹糸＆ハリス18～20号

オモリ100号

落し込み
タックル道糸＝

タナトル8
　5号

竿＝アルシエラ
　　落し込み
　　MH／H235

シ
ワ
イ

を
掛
け
る
作
法

「柔軟な穂先からしなやかに曲がり込んで元でしっかり受け止める
竿。私は竿を曲げて獲るスタイルが好きなので、MH/ Hは楽しめま
した（高橋哲也）」
●SPEC　全長2.35ｍ　2本継ぎ　仕舞寸法205.5m　自重550g　
先径2.3mm　オモリ負荷60～200号　カーボン含有率69.2％

【アルシエラ落し込みMH/H235】

「一見、落とし込みには小さく感じるかもしれませんが、昔の3000
番や4000番以上の実力を持っているのがビーストマスター2000で
す。糸巻き量、巻き上げパワー、ドラグ性能、どれをとっても十分な
うえ、探見丸スクリーンにより手元でイワシの反応が出るタイミング
をはかることができ、スプールをフリーにした際の仕掛けの落下速度
も早い。ドラグの強さといえば、今回、１時間以上マカジキとファイ
トをしましたが、サーモアジャストドラグ制御によりドラグが熱で弱
ることもありませんでした（高橋哲也）」
●SPEC　ギア比＝5.1　最大ドラグ力＝15kg　自重＝690g　糸巻
量PE＝3号-500m、4号-400ｍ、5号-300m 最大巻上長＝70cm/
ハンドル1回転　ハンドル長＝60mm　実用巻上持久力＝9.5kg　最
大巻上速度215ｍ／分

【ビーストマスター2000】

〜いつもの刺身に飽きたら〜

イ
ワ
シ
は
ア
タ
リ
を
取
る
の
で
は
な
く
、

変
化
を
感
じ
取
る
。

大型魚を食わせたら、竿はしっかりホールドしたまま、曲げる。両手で
強く引いて少し出るぐらいのきつめのドラグとリールのパワーで根から
魚を離し、海底から15メートルほど上の安全圏まで上げたら緩めるのが
高橋さんのスタイル

【ドラグを強く、竿を曲げる。】

【右端を注視！】

【竿先は目線の位置】

【糸フケを出さない】

【明確なアタリではなく変化を】
探見丸スクリーンや探見丸子機は
右端を注視。反応が濃く出ても掛か
らないときや反応がなくなったと
きは、いったん反応の上まで巻き上
げて上空待機、新たな反応が右端に
出る瞬間を狙って落とし込む

イワシの群れへ落とし込んでいくと
きは竿先を少し上げて竿先の振れや
道糸の動きがよく見えるようにする

【道糸の変化を感じ取る】
仕掛けを落としていく際にリ
ールの前で道糸に指を添え、
振動や張りの変化を感じ取る。
高橋さん独特の構え

反応を通過させるまではもちろん、反応
へ仕掛けを落としている間はサミング
して糸フケを抑え、変化を察知する

仕掛けを落としている間にイワシが掛かる
と竿先は震えたり戻ったりすることが多い。
仕掛けを止めて真下に引くアタリではなく、
落としているときの変化に注目する

【ウルメイワシ】
落とし込みで最良とされるエ
サが秋〜冬に回遊してくるウ
ルメイワシ。ウロコが剥がれ
やすく海中でアピールになる

◉イワシが掛かるのは仕掛け
が落ちるとき。そのため集中
するのは仕掛けを落とし込ん
でいるときで、巻き上げは電
動で速やかに行う。高橋さん
はイワシがハリに掛かったシ
グナルを竿先だけでなく、落
下速度の変化や道糸の振動な
どから察知。いわゆる「アタ
リ」を見るのではなく「変化
を」感じ取っている。

▲竿先はしなやかに、元は
しっかりしている

ブリの若魚、ワラサは落とし込み定番の魚

標準和名フエフキ
ダイ。科を代表す
る魚ながら大変希
少な魚とのこと
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